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地中海沿岸 ラテン系民族の時間観(そ の1)
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　同じくヨーロッパに住む民族でも、 ドイツ人

をその代表格 とするゲルマン系の諸民族(ド イ

ツ人、イギ リス人、オランダ人、オーストリア

人、スイス人など)と 、地中海沿岸のラテン系

の諸民族(イ タリア人、フランス人、スペイン

人、ポル トガル人など)と では、ともに古代ギ

リシア ・ローマ文明という共通の文化基盤をも

ち、またキ リスト教 という共通の宗教世界のう

ちにあ りながら、それで も両者のあいだには

諸々の点で対照的な相違の見 られることは、一

般によく知 られたところである。そうした相違

点のひとつに両民族の時間観がある。エ ドワー

ド・T・ ホールのことばを借 りていえば、 一方

のゲルマ ン系民族が直線的なモノクロニッタ・

タイム(単 一的時間)の 時間観であるのに対 し

て、もう一方のラテン系民族は円環的なポリク

ロニック ・タイム(多 元的時間)の 時間観だと

いった違 いがそれである。前者の代表格 として

の ドイツ人の直線的な時間観についてはすでに

論 じたっ もりだが、いまそれをより鮮明ならし

あるために、ここでさらに後者を代表 させる形

でイタ リア人の時間観 を 一 古代 ローマ人

(古代イ タリア人)に さかのぼって 一 取 りあ

げてみようと思う。

　 ところで和辻哲郎の風土論を引きあいにだす

までもな く、人間生活の万般に、従 ってまた当

然のことなが ら各民族の時間観にも、 もっとも

大きな影響を及ぼすのは、その民族がおかれて

いる風土である。風土のちがいによって、いの

ちの糧をえる手段も採集、狩猟、漁労、牧畜、

農耕等とちがってきて、そしてそれとのかかわ

りか ら、時間に対する親方 もおのずと異ってく

ることになるか らである。そのような観点 に

立 ってまずはじめに、地中海沿岸のラテン系譜

民族の時間観の形成にとっても決定的な影響を

及ぼしたその気候風土を、つまり地中海地域に

共通する一様で同質的な気候風土を取 り上げて

確認 しておきたい。つづいて、古代ギ リシア人

の時間観をもみておかねばならない。なぜなら

ギリシア入 は、民族的にはラテン系ではないの

だが、古代のある時期に活発な植民活動を行っ

て、主 として南イタリアのあちこちに植民市を

つ くって定住 し、古代 ローマ人 ・ラテ ン系民族

ともかかわりをもっ ことを通 して、時間観の点

で も影響を与えていったか らである。つづいて

次には、古代 ローマ帝国のもつ意味を検討する

必要があるだろう。 この帝国にあっては、 「す

べての道はローマに通ず」るのであったが、時

間観の点でもまた、すべての時間観はまずロー

マに通 じ、そうしてそのローマから帝国内のす

べての国 ・民族へと伝わり拡まっていったと考

えられるからである。 たとえば、392年 にテオ

ドシウス帝がキリス ト教をローマの国教とする

ことによって、この信仰と不離一体の関係にあ
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る例の救済史的な直線的時間観が、ローマ帝国

内のラテン系民族はいうにおよばず、そのこ全

ヨーロッパの諸民族をなが くおおいつ くす に

到ったことなどは、その最 も顕著な一例である。

このキ リス ト教信仰にもとずく時間観はしか し

ながら、そのこの機械時計の出現によって、そ

と目には同 じく直線的な時間観が継承されるか

に見えながらも、次第に神の時間(信 仰にかか

わる聖なる時)か ら人間の時間(計 測可能な俗

なる時)へ とその内実を変え られていって、や

がてはイタリア ・ルネッサンスへとつながって

ゆ くことにな る。それはある意味では、神の

(時の)支 配か らの人間の(時 の)解 放ともい

えるのだが、人間の(時 の)ほ うが次第に前面

に出てくるこの傾向 ・過程は、そのこ時代がす

すむにつれてますますあらわになりつつ現在に

いたっている。ただしかし時間観というものは、

その民族にいったん生成 ・定着 したあとは決 し

て消え去ることがないとの特性を持つがゆえに、

長い歴史過程を経ながらも地中海沿岸のラテン

系民族にあっては、円環的な時間観を基底 とす

るポリクロニ ック(多 元的)な 時間観が、なお

脈々と息づき続けているといってよいであろう。

たって、 しか も随分と烈 しく雨が降るという。

アフリカなどが乾期と雨期との対極 に明瞭に二

分 される土地だといったことはわれわれなどに

も比較的よく知 られているが、地中海の気候風

土もまた、大まかにいって、夏場の乾期と冬場

(正確には秋分から春分にかけて)の 雨期 とい

う二つの対極に分かれるのである。 日本のよう

にはっきりと春夏秋冬の四季のあぐりがあり、

かっまた梅雨どきにはいささか雨がちの日が多

くなるとはいえ、一年を通 じて青い空 と適度の

雨に恵まれる国の者から見 ると、 この乾期 と雨

期 という対極間の二折れのくりかえしによる一

年のめぐりは、正直いってやはりいささかなじ

みがたい。 しか しそうした日本人的な思いを

いったん横において考えてみるな ら、日本のよ

うな気候風土の国のほうが実ははるかに稀で、

世界全体ではむしろ、夏場と冬場、あるいは乾

期と雨期 とが二折れ的な交替を くりかえしなが

ら、一年の周期がかたちつ くられてゆく国のほ

うがずっと多いのではあるまいか。……という

ことで以下にまずは地中海地域の気候風土を、

主としてブローデルの記述1)によりながら略述

してみよう。

地中海の風土

　夏にイタリアやギリシア、あるいはその他の

地中海沿岸の諸国を旅行 したことのある人なら

きっと、手をかざせばその手が青 く染まってし

まいそうなまでに真 っ青に晴れわたったあの空

と、そしてまたあの海の何ともいえない独特の

青さとが、忘れがたく心に残ることだろう。そ

れにまた、一年をとおして水の流れている河川

になじんでいるわれわれ(日 本人)の 目には、

まったく水の流れていない、か らか らに干あ

がった石ころきりの川というのは、何 とも奇異

な光景である。夏の暑さの点でなら日本人 とし

てさして驚かないが、バスの運転手にしろタク

シーの運転手にしろ、時折ちびちびとストロー

で水を補給 していなければ脱水症状になってし

まう乾燥 しきった夏の大気には、前もって聞き

及んではいて も、ああこれが夏の地中海の風候

なのかと、いまさらのごとくに鮮烈な印象を受

ける。ところが逆 に冬 には、かなり長期 にわ

　地中海の気候風土についてブローデルは、大

づかみに次のように述べている。…… 「地中海

世界をまとあている基本的要素 はその風土であ

る。海の端か ら端までどこをとっても似たよう

な景観や生活様式に統一性を与えている、 きわ

めて特殊な風土である。事実その風土は局地的

な自然条件にはほとんど影響されず、外部から、

西 は大西洋の息吹き、南はサハラ破漠の息吹き

という二重の息吹 きによって創 りあげられたも

のであった。… 毎年夏になると、サハラ砂漠の

乾燥 した灼熱の空気が海面全体を覆いつ くし、

その先端は北の方に大 きくはみ出す。その灼熱

の空気が地中海地域の上にあのように清澄な

《栄光の空》、あの光の天球 と星をちりばあた夜

を創 り出 している。… 六ケ月の間サハラ砂漠

のなすがままになる地中海地域 は観光客や水上

スポーツの天国で、浜には人々が溢れ、青 く静

かな、太陽に照 りはえる水の天国となる。 しか

しそうなると動植物や乾ききった大地は雨を待

ち望みなが ら生きてゆくことになる。水はきわ
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あて稀少となり、宝の中の宝 となる。四月か ら

九月にかけて吹 く北東の卓越風、ギ リシアのエ

テジア ン(北 風)も サハ ラ砂漠 のこの灼熱 の
かまど

竈 をいささかも冷 してくれず、効果的な湿気

をもたらしてもくれない。

　大西洋がそこへ割り込んできた時に砂漠が身

を引 く。湿気をたっぷり含んだ低気圧が西か ら

東へと列をなして進行を開始する。風があらゆ

る方角か らこの低気圧に襲いかかり、前に押 し

やり、オリエントの方向に駈 り立てる。海は暗

く、パルテック海のように灰色がかった色調を

帯びるか、白く泡立っ波頭に呑み込まれ、雪で

覆われたようになる。そ して嵐が 一 恐るべ

き嵐が猛威を振 う。… 何ケ月も干上 っていた川

に水が溢れ、ルーシ ョン地方あるいは ミテ ィ

ジャ平野、 トスカナ地方、アンダルーシア地方

あるいはサロニカの平原では川がしばしば突然

氾濫することがある。… これ らの雨はしか し

恵み深い雨なのだ。アリストパーネスに出てく

る農夫たちは雨に大喜びし、おしゃべりをしな

がら酒を汲みかわす。というのもゼウスが土砂

降りの雨で大地を肥沃にしている間、外ではも

う何 もできないからである。本格的な仕事が再

開されるのはようやく春の最後の驟雨とともに

ヒヤシンスや砂百合が芽吹き、燕が帰ってきた

時である。燕がやってくると、季節の扉が蝶番

をきしませて回転する。要するに一風変った気

候で、植物の成育には向いていない。冬の間雨

は降りすぎるほどに降るが、寒さが植物の成育

を止あて しまう。暑さが戻ってきたときにはも

はや水 はない。… アンダルーシア地方では麦

の収穫があれほど早く、 もう四月にもなるとす

ぐに行なわれるのは、麦が環境に適応 していて

急いで種を実 らせるからである。」2)

　 ここに述べ られているのは、主として現在の

地中海地域の気候風土についてである。がしか

しそれは古代ローマ帝国の時代にも、古代ギ リ

シア文明の時代にも、いやさらにさかのぼった

はるかな昔にも、変ることなく連綿と繰り返 さ

れてきたところのものである。そしてこのよう

な乾期と雨期との二折れ的な交替のくりかえし

という 「きわあて特殊な風土」が地中海沿岸国

の人び との物の見方 ・考え方 に対 して、 した

がってまた当然のことながら彼 らの 「時にたい

する親方」においても、大 きな影響を及ぼさぬ

はずはない。つまり彼 らが、 こうした乾期と雨

期という対極間の反復的くりかえしとしての気

候風土をいかんともしがたいものとして受け容

れてゆ くとき、彼 らの時にたいする原初的な親

方としては、時とは対極間の反復的なくりかえ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　

しだ、と思いなすものになったと見なして、ま

ず間違いないのではあるまいか。

　一年における時の動 きをこのようにくりかえ

しとみる原初的で基本的 ・基層的な親方が出来
　

あが ってゆ くとき、 そ うした目であ らたあてま

わ りの 自然界を見 てみ るな ら、 そ こではいた る

ところにこの くりかえ しの リズムが見 出 される
　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

ことに気付かされたにちがいない。 日の出と日

の入 りによる昼と夜のくりかえし、ひと月 ごと

の月の満ち欠 け、それにともなう潮の干満、冬

至と夏至、そのほか年々歳々くりかえされる自

然界での諸々の現象 と営みのうちにこのくりか
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　

え しを見出し、 くりかえしとしての時の動きを

感得 していったことだろう。いや、このような

昼と夜、』月の満ち欠け、潮の干満などといった

日々身近 にみられるくりかえしと、乾期と雨期

という一年周期のくりかえしとのあいだに、そ

の気づきのあとさきを云々するなどは、例の鶏

と卵との先後を云々す るに等 しい。要は、地中

海沿岸地域の人びとにとってのもっとも原初的

で基層的な時間観なるものは、「時とは対極間

の反復的な くりかえし」だと見なす ものであっ
　 　 　 　 　 　　　　ロ　　　　　　　コ　　　　

たろうと考えて間違いあるまい、ということで

ある。

　ただ しか し、 こうした昼と夜、月の満ち欠け、

夏と冬(夏 至と冬至)、 乾期と雨期等々といっ

た自然界の諸現象におけるくりかえ しそのもの

は、たしかに対極間を行きっ もどりつ振動する

ことの連続にすぎぬものではあるが、 しか しそ

こに人間の生活がかかわって くるときには、昨

日の一昼夜と今 日の一昼夜との内実はおのずと

異って くる。同様に先のひと月と今のひと月、

昨年の夏と冬(乾 期 と雨期)と 今年のそれの内

実 もおのずと異 ったものとなるはずだ。つまり、

単なるくりかえしにす ぎぬ自然界の時の リズム

に人間の生活の営みが関与 してくるとき、まっ

たく同 じことの反復にすぎなかった時間は、そ

の内実においてそれなりに差異あるものとして
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一 昨 日の一昼夜 は今 日の一昼夜 と、そして

明日の一昼夜 とも異なるものになる、 というふ

うに 一 他 とそれなりの距離をとりなが らそ

れ自身の独自性をもつようになる。別言すれば、

それまでの単なる振動運動的な くりかえしとし

ての時が、ジグザグ運動として時間の経過をと

もなうものになるということである。 これを図

示すれば次のようである。

豊愚野… 　 　 轡)管 網)轡)

響縣融/＼〈隔
夜(雨期)　　　　　　　　　　　　　　　AI　　　A2　　　A3
A1,A2,A3… …　　 　　　 夜(雨期)夜(雨期)夜桶期)

　ともかく、 自然界の諸現象に見 られるくりか

えしを経験することから、時間 とは振動運動的

にくりかえすものだとする 「くりかえしとして

の時間」観が、ないしは、そこに人間生活が関

与することで、時間とはジグザグ運動において

経過 してゆくものだとする 「ジグザグ運動とし

ての時間」観が、地中海沿岸地域の諸民族に

とっての原初的で基層的な時間観になった、 と

考えてよいのではあるまいか。

　ところで しか しなが ら人間は、自然界の気候

風土にただ黙 って耐えているのみの生き物では

ない。この気候にあってもなお生育する植生を

見い出したり、あるいは何 らかの手だてを構 じ

利用する形で この気候をのりきっていこうとす

る。一 先ほど見たように、地中海性気候に

あっては雨は冬期に(よ り正確に言えば主に秋

と春 に)降 る。 これ は大 まかに言 って、モ ン

スーン型の気候 の逆である。日本 もこのモン

スーン型の気候に入 るが、そこでは暑さと水の

出会いによって、水稲耕作による稔 りが約束さ

れる。ところが地中海の気候 はこの重要な生命

の要素を分離 させる。つまり、雨の降るときは

気温が低い。(と いって ももちろん ドイツの冬

のように寒冷で はない。)逆 に気温が高 いとき

は乾燥のたあにどんな植物の成長も止まる。そ

うであれば、まずは低い温度をのりきれる 「冬

の植物」としての麦(大 麦 ・小麦等)が 見つけ

られ、それが穀物栽培の中心とされるようにな

る。3)また 「環境に適応 して急いで種を実 らせ

る」品種が見出されたり作 られたりしてゆ く一

方で、乾期にぶっからぬよう5月 か ら6月 にな

ると急いで刈 り入れが行なわれることにもなる。

引用文中にもあったように、スペインのアンダ

ルシア地方などでは、4月 になるともう刈 り入

れが行なわれるのである。なおついでなが ら学

問的な分類では、地中海沿岸地域は 「準乾燥地

帯」に属 し、そ して コムギを基 準にすれば、

「秋播 ・夏期乾燥型」 に入 るとのこと。

　他方、 うちつづく酷暑に何 もか もが干上がる

夏季の乾燥にたいしては、何よりも灌漑による

水利用が古 くから考えられてきた。さまざまな

方法による灌漑は、 もとはオリエントからやっ

てきたものであるが、それは乾期にたいす る必

要不可欠な対策として地中海地域に早い時期か

ら浸透していった。今 日 《灌漑技術》の北限は

地中海性気候の北限であることがはっきり見て

とれるの も、ほかならぬこの乾期対策のたあで

ある。ちなみに、前9世 紀のホーマーの詩の中

に、灌漑についての記載が見 られるが、そこで

の灌漑はブ ドウなどの園地に限られ、穀作を主

とする畑地には及んでいないという。がともか

く、ホーマーの時代すでに灌漑が行なわれてい

たことは明 らかで、それがやがて畑地にも及ん

でいったろうことは、プラ トンの水についての

論説からも知れる。4)

　一方また、冬場に降 りすぎる雨のためできる

湿地に対 しては、排水工事 ・干拓事業が行われ

る。それは同時にマラリヤ対策で もあったのだ

が、そのようにして湿地が平野となり、さらに

は耕地 となって、さきの灌漑工事 とあいまって

農業文明を確立 してゆく道が準備されてゆくの

である。 ともかく乾期における水が 「宝の中の

宝」、いかに大切なものだったかということは、

今日になお残るあのローマ水道の遺構をみるだ

けで も想像にかた くないが、いっぽう過剰 にす

ぎた雨期の水に対する対策 もまた裏腹の関係に

お いて同様に必要不可欠なものだったわけであ

る。

　 乾期ないし乾燥にたいしては、灌漑などの水

利技術のほかに、乾燥につよい植物(も ちろん

人間の食生活に役立つ植物)を 導入することが

また一つの方策 として考え られる。そのような
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わけで、灌漑がオ リエントか らもたらされたの

と同様に、 紀元前1000年 には、 乾燥地帯に適

応 した数多 くの植物(草 本植物であれ灌木性で

あれ)が やって来た。つまり、地中海の東か ら

西に向かって、オ リーブの木(か んかん照 りの

乾 ききった大気のなか石 ころだらけの大地に根

をはって生えているその姿を見ていると、ああ

これが地中海気候というものなのか、との思い

を抱かされるあの木)と ぶどうの木の栽培の大

規模な移動が行われたのだ。5)そしてまた追 っ

てイチジク、オレンジ、 レモンなどが定着 して

ゆき、今日地中海沿岸地域のいたるところで、

オ リーブ、オレンジ、、レモンなどの生えた石灰

岩の丘、麦畑とぶどう園といった風景が見 られ

ることになったのである。

　それか ら今日では、地中海地域のそこか しこ

で牧場ないし放牧風景 も見られるのではあるが、

しか し地中海沿岸の雨量の少ない気候風土が本

来牧草の生育に必ず しも適 したものでないこと

は、容易に推測のつ くところであろう。すなわ

ち、 この風土の結果 として、(ブ ローデルによ

ると)地 中海地域には本物の牧草地が稀である

ということだ。だから逆に牧畜の可能な地域は

かなりか ぎられていて、例えば(農 耕にとって

もきわあて有用な)牛 が大挙 して見られるのは、

もっぱらエジプト、湿度の多いバルカン半島、

地中海の北側の周辺地域、あるいは他の地域よ

りも雨が多い高地ということになる。山羊 と羊

(羊は食肉用 というよりも羊毛用に飼育される)

は、肉の食糧補給の不足を埋あ合わせてはいな

い、 との ことである。 〔なおこのような気候風

土のゆえに、地中海地域に特徴的に見られるこ

とになる 「移牧」については後述する。〕

　 なおまたついでながら、乾期と雨期とが明瞭

にわかれるこうした 「地中海式気候」の世界に

あっては、戦争そのほか諸々の行為や活動まで

もが、 これに大きく影響 されてきた。すなわち、

古代ギ リシア、古代ローマの時代から、地上戦、

ガレー船 による戦争、海賊の襲撃、農村での山

賊行為などあらゆる形の戦争が、夏期の到来 と

ともに始 つたのであり、そして秋の嵐の始まり

をもって終 るというふうであった。地中海に

あっては、7月 と8月 の海はほんとうに油を流

したように穏やかである。小舟でさえ沖合いに

出られるし、海上のガレー船は心配事もな く港

から港へと思いきって航行できる。夏の三ケ月

は海上輸送にとってのみならず、海賊にとって

も、また戦争にとっても、絶好の季節なのであ

る。それに対 して冬の三ケ月は、逆説的な意味

で、穏やかで平和な時期 となる。国家間の戦争

は休止となり、小さな戦争 もいくつかの緊急の

事態を除けば休みである。緊急事態が生 じるの

は、海でも陸でも、悪天候の季節は不意打ちに

は好都合だか らである。そんなわけで、古代

ローマ帝国建設にむけての時代にあっても、三

月が戦争開始の月とされていたし、他方十月は

戦争の季節の終る月だとして、戦士たちは帰還

したのであった。

地中海の風土と時間観

　それはさて、乾期と雨期 との交互のくりかえ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ　　　　　　　　　　　ロ

しという 「きわあて特殊な風土」のうちにある
　

地中海沿岸諸国の人 びとにとっては、「時とは

くりかえすもの」 というのが原初的で基本的 ・

基層的な時間観になったと考えて間違いなかろ

う、ということについては先に述べた。 しかる

にこうした風土のうちにあって、よりょく生き

てゆかんがたあに 「冬の植物」 としての麦が、

また乾期に適 したものとしてオ リーブの木やぶ

どうの木などが導入される一方で、灌漑 ・排水

などの水利技術の進歩によって次第に自然環境

が克服されてゆ くとき、そこからやがて地中海

沿岸のさまざまな地域で、同じような農業文明

が確立されてゆ くこととなる。そうなれば、そ

の農業文明に相応した時間観があらたに生まれ

育 ってやがて定着してゆくのもこれまた自然な

成 りゆきというものであろう。農業(農 作業)

はいまの場合、10月 に大麦の種を播き、12月

に小麦を播き、早いところでは4月 に、一般的

には5月 か6月 に刈り入れる。いっぽうぶどう

やオリーブは、春に芽吹くなり開花するなりし

て、夏をこえて9月 にはぶどう摘み、秋にはオ

リーブの収穫をむかえる。(こ れに夏に実をつ

けるイチジクを加えて もよい。)こ んなふうに

農作業は、全体として一年をあぐる周期におい

て営まれる。だから農耕にかかわる時間観(時

間意識)が 一般的に言 っても一年を周期とする
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円環的な時間観になるように、地中海地域の農

業文明(国)に おいても、時間観 としては同様

にまた一年周期の円環的なものとなるのである。

　それは言ってみれば、乾期と雨期との交互の

くりかえ し運動にすぎなかった二折れの(い わ

ば中味のないぺしゃん この)時 間観のなかへ、

諸々の農作業 という中味がはあこまれてゆくこ

とにより、その二折れが次第に内側からふくら

んできて、そのたあそれまでは単に行きつ戻り

つにすぎなかった時間の動 きが、このまるくふ

くらんできた円環 にそって円周運動をなす形で

あぐりだすようになる、とでも言 ってよいもの

かも知れない。そ してこうした円環的な時間観

がやがて次第にた しかなものになって定着 しは

じあると、その親方がまた他にもおよんでくる

のはごく自然なことであろう。たとえば、 これ

まで交互のくりかえしと見 られていた昼 と夜 も

こんどは、朝の日の出とともに昇りはじあた太

陽がまるく孤をえがきなが ら中天に昇 って昼 と

なり、そこか らまた孤をえがいて地平線あるい

は水平線へと没 していって夕となり夜となる、

といった工合に一日の時の移ろいが朝 ・昼 ・

夕 ・夜の円環的なあぐりにおいて把えられるよ

うになる。ひと月周期の月の満ち欠けにおいて

もまた同様であろう。 こうしたひと月周期の月

の満ち欠 けをひ とつの目安 としなが ら(太 陰

暦)、 春 ・夏 ・秋 ・冬(春 分 ・夏至 ・秋分 ・冬

至)の 一年周期 の太陽のあ ぐり(太 陽暦)に

よって農耕が営まれてゆくことで円環的な時間

観(時 間意識)が 形成 ・確立 されてゆくとき、

ごく大雑把にいって、この円環的な時間観はさ

らには二つの方向をとることになると考えられ

る。ひとつは、この円環的な時間の動きはただ

もう同じところをぐるぐると果てることなく永

遠にあぐるだけと見なす もの、もうひとつは、

この円環的な時間は一年周期であぐりながらも、

その環が数珠つなぎにつ らなりっっ、(あ るい

は螺旋的につ らなりつつ、)時間の動 きとして

は過去から未来に向かって進んでゆくと見なす

ものである。前者の親方を発展させてゆくと、

時間とは永劫回帰的にぐるぐるあぐるもの循環

す るものとな るが、(こ れまた大雑把 に言 っ

て、)古代ギ りシア人の時間観 は基本的にはこ

うしたものだったと考えられている。それに対

して古代ローマ人(そ してその流れを くむラテ

ン系民族にあって)は 、後者の時間観に依拠 し

たと考えられそうだ。そうしたことについては

後にもう少し詳 しく見てゆくことにしょうと思

うが、前者後者いつれにせよ、ともか く円環的

な時間観たることに変りはない。そしてこの円

環的な時間観とは 「場的な時間観」であって、

それはとりもなおさず、この 「場」のなかに他

の諸々の時間観をも受けとめ受け容れることが

できる特性をもっというに他ならない。 こうし

た 「場的な時間観」が古代に確立 したことにお

いて、地中海沿岸のラテン系民族の時間観がポ

リクロニック(多 元的)な ものとなる基礎が出

来あがつたのであった。そしてこの円環的時間

観はほかならぬ地中海地域の風土のなかから、

つまり、ここの自然への人間のかかわりないし

働きかけのなかから農業文明が確立 していった

ことを基盤として、生まれ育ち形成され定着 し

ていったものなのである。それは同じヨーロッ

パであってもゲルマン人たちが、半年が冬とい

う寒冷の地(風 土)に 住むことになったがゆえ

に、いのちの糧を主 として狩猟にたより、そこ

から牧畜民族化 してゆ くことによって直線的時

間観を発達させていったのとは、まさに好対照

をなす。人間の時間意識に対 しても風土がいか

に大 きな影響をおよぼすかということを、改あ

て思い知 らされる次第である。

　 ただしここで筆者として強調 しておきたいの

は、円環的時間観が形成 ・確立されていったか

らといって、それまでの 「くりかえ しとしての
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ　　　　　　　コ　　　　　　　　

時間」観が、ないし 「ジグザグ運動としての時

間」観がこれに吸収合併されるとか融合 して消

滅 していってしまうと見なしてはならないとい

うことである。繰 り返 しになるが、時間観なる

ものはいったん生成 し定着 したあとは決 して消

えることな く存続 しつづけるとの特性をもって

いるということであって、 したがって今の場合

も、原初的で基層的な 「くりかえしとしての時
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　ロ　　　　

間」観 ・ 「ジグザグ運動 としての時間」観 と、

あらたに確立 した円環的時間観 とがともどもに

同時並行的に存在するということなのだ。こと

ばを換えていえば、円環的時間観が場的なもの

であるがゆえに、その 「場」のうちにこの 「く

りかえしとしての時間」観がまた同時に併存 し
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ていると見なすことは可能であっても、それは

決 して円環的時間観(=「 場」)の なかに包摂

されて しまっているなどと見なされてはならな

いということだ。なおまた、地中海地域に農業

文明が確立されてゆく過程において、地域的な

かたよりとかばらつ きはあるにしろ、牧畜 もま

た(と りわけ 「移牧」という形で)同 時に営ま

れていったのであってみれば、これにともなう

直線的時間観 もまた同時並行的に定着 していっ

たのであった。〔牧畜 にともなうこの直線的時

間観に関 しては、紀元前2000年 にはじまった

印欧(祖)語 人種(本 来的に遊牧ない し牧畜民

族)の 地中海地域への移動 ・移住の段階ですで

にもたらされていたものと考えることができる。

地中海地域に特徴的な 「移牧」は、牧畜のこの

地域での一様式 にすぎない。〕ともか くこのよ

うに、 くりかえしとしての時間観、円環的時間
　 　 　 　　　　　　　　ロ　　　　　　　ロ

観、そして直線的時間観の三つの時間観が、同

時並行的に存在 していたことにおいて、すでに

古代(の 農業文明の時代)に あってはや、地中

海沿岸のラテン系民族の時間観が多元的なもの

となる基礎 はできあがっていたと解 し得る。

古代ギ リシア人の時間観

　地中海沿岸 ラテン系民族の時間観を明らかに

してゆ くたあには、それに先だって古代ギ リシ

ア人の時間観を見てお く必要がある。なぜなら、

古代のある時間(紀 元前8世 紀半ば)か らギ リ

シア人たちが植民活動にのりだし、主として南

イタリアの海岸ぞいおよびシケ リア島(シ チ リ

ア)に 多 くの植民市をつ くって定住することで、

彼 らの時間観が古代ローマ人、古代イタリア人、

さらには地中海沿岸のラテン系民族のなかにも

入 り拡まっていったと考え られるからである。

　さてところで、ギ リシアももちろん地中海気

候の圏内にあったのだから、古代のギリシア人

にあって もその原初的で基層的な時間観 は、

「時間 とは振動運動的にくりかえすもの」ない

しは 「時間とはジグザグ運動によって経過 して

ゆくもの」と見なすものであったろうし、その

後の農業文明の確立にともなって、新たに円環

的時間観が成立 ・定着 していったろうことも間

違いないところであろう。ところが、古代ギリ

シア人にとってのこの円環的な時間は、永劫回

帰的に循環するものと一般にみなされている。

例えばクルマンは、 『キリストと時』 のなかで

次のように述べている。「ギリシャ的な考えに

あっては、時間が、始めと終 りをもった上昇す

る線ではなく、円環 として考えられている。時

間は、永遠の環をえがいて運動 し、すべてのも

のが回帰する。その故に、ギ リシャの哲学的思

想は、時間の問題の解決に苦慮 している。その

故に、またすべてのギ リシャ的な救済の努力 も、

この永遠の円環運動から解放 されることに向け

られているのである。… ヘレニズムにおいて存

在する救いとは、我々が時間の円環的運行に束

縛せられた此岸的存在から、時間を脱却 した、

常に自由に到達 しうる彼岸へと移されることの

みである。」6)この クルマンの指摘 に見 られ る

ように、古代ギリシア人にあっては、時間は円

環 として、 しか も永遠の環をえがいて運動する

ものとして考えられている。つまり時間とは永

遠の円環運動だ、と見なすところの永劫回帰と

しての円環的時間観だったのである。

　 エリアーデもまた、古代ギ リシア人の時間観

が、時間とは永遠の円環運動 ・循環運動だと見

なすものであったとする親方を、次の ように

肯 っている。「ギ リシャ人 もまた永遠回帰の神

話を知っていた。そして後代の哲学者たちは、

循環する時の概念をますます拡大 していった。

H・Ch・ ピュエシュがみごとに纒あていると

ごろを次に引用 しよう。《有名なプラ トンの定

義によれば、天体の運行によって規定され、測

量される時間は、不動の永遠性の動 く影像であ

り、その循環運動において不動の永遠性を模倣

する。 したがって宇宙全体の生成 と、同 じくこ

のわれわれの生滅の世界の持続時間とは円環を

なして、すなわち限りない循環の継続において

形成され、 この循環の中で同一の現実が一定不

変の法則にしたがって生 じては滅 し、またまた

生成することになるであろう。同一量の存在が

少しの増減 もなくその内に含 まれるばかりでな

く、古代末期の或る思想家たち一 ピタゴラス

派、ストア派、プラトン派の人びと一 はこれ

らの循環周期、すなわちアイオネスとアエウァ

のどの一つをとって もその内部において、すで
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に以前の諸周期に存在 し、かつまた以後の諸周

期に再び存在するであろうと同一の状況が回帰

するとさえ考えた。一回きりしか起 こらない独

立の事件というものはな く(た とえばソクラテ

スの有罪判決 と死)、 それはすでに起 こったこ

とであり、また将来 も永久に起こるであろう。

同一個入が過去にも現われ、現在も現われ、将

来 もまた周期の回帰するたびごとにそのなかに

現われるであろう。宇宙時間は反復であり、循

環、永遠回帰である。》」7)

　三宅剛一 もその著 『時間論』のなかで、古代

のギ リシア哲学(者 たち)に おいて時間が回帰

するものと考えられたことは明 らかだとしてい

る。もっともギ リシア哲学における時間は、本

来的には宇宙的なスケールで考え られた時間で

あるのだが、人間の歴史の時間 もまたそうした

宇宙的な時間のなかに含まれる。つまりそのこ

とにおいて、人間の歴史の時間 もまた、宇宙過

程が回帰するごとくに、回帰するものと考えら

れたとする。

　真木悠介は、『時間の比較社会学』のなかで、

ヘレニズムにおいて時間を循環するものとして

とらえる考え方は一般的であったことを認あな

が らも、そうした 「円環する」時間のイメージ

は、ギリシア民族に 「生得的」に固有のものと

いうような ものでなく、ギ リシア文明のある歴

史的な発展の局面において発生 してきたものだ、

と指摘する。そして、それならそれはどのよう

な局面においてであったかと問うて、オルフェ

ウス教の生死観がヘレニズム文明のロゴスと出

会 った時に生まれてきたとしている。つまり次

のように言 う。「事実 ピュタゴラスやエンペ ド

クレスの、そしておそらくは他の人びとの、円

環する時間のイメージがオルフェウス教の影響

をうけていることはあきらかであろう。けれど

もよく考えてみるとオルフェウス教のいう 「輪

廻転生」は、 この人生の終ったあとで霊魂が肉

体をはなれ、ひとまずハーデースの冥府に下 っ

て審判をうけ、生前の善行悪業に応 じてふたた

びべつの人間や動物の肉体のうちに宿 るという

ものであるから、時間の円周性とはいちおう別

のものである。… オルフェウス教 自体 はむしろ、

固有の意味でのヘレニズム文明以前の、農耕共
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ　　　コ　　　ロ

同体の時間感覚を基礎 としている。 この時間感

覚が、ヘ レニズム文明世界の客体化 し数量化す

る、 したがってまた抽象的に無限化 してゆくロ

ゴスと出会った時に、その交叉するところに必

然に生まれて くるのが、円環 としての時間のイ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　

メージであったのではないか。円形はギリシャ

の人間が無限を表象するときの形式であった。

はるかな原始共同体にまで通底するオルフェウ

ス教の生死の反復する感覚が、数量化するロゴ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　

スによって対象化されたときの形象が、ヘレニ
　 　 　 　 　 　　　　　　　　　

ズム的な時間 の円環 で あ った はず であ る。」8)
　 　 　 　 　 　 　 　　　　コ

真木氏の言 うように、ギリシア人の円環的時間

観の形成にオルフェウス教の影響があったろう

ことは大いに認あうる。 しか しそうした影響を

考慮に入れずとも、ギリシア人 における円環的

な時間観の形成 ・定着はごく自然なものとして

考えられ得る。なぜなら、オルフェウス教の時

間感覚 は 「農耕共同体に固有の時間感覚を基

礎」 とするものであるが、その農耕 における時

間(観)と は、植物ないし穀粒の生死の反復に

季節のあぐりが重ね合わされることによって、

時間とは反復的に循環するものと観られてゆく

ところのものである。そして、そうした農耕共

同体の時間感覚を基礎とするオルフェウス教が

古代ギ リシア人に影響を与えたということは、

それはとりもなおさず、その時代には古代ギ リ

シア社会においても、それを受容する素地がす

でに出来あがっていたということに他ならない

のだ。つまり、古代ギリシアにおいて も農業文

明が定着 ・確立 しっっあったということに他な

らず、そうして農業文明が確立 してゆけば、先

にも述べたように、そこからおのずと円環的な

時間観も生成、定着、確立 してゆくことになる

か らである。

　 ともかく古代ギ リシア(人)に あっては、農

業文明の確立にもとずいて一 そのさい、オル

フェウス教の影響があったにせよ一 円環的時

間観が一般的になっていったのだが、それなら

なぜ彼 らにあっては、この円環運動 としての時

間が永劫回帰的なものと見なされることになっ

たのであろうか。……このことに関しては、筆

者としてはギ リシア人の哲学好みの特性 と、彼

らが海洋民族であったことが、その大 きな要因

をなしているのではないかと考える。
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古代ギリシア人の哲学好みの特性と海洋民族性

　言うまで もな く 「哲学」ということばは、ギ

リシア語 のphilosophiaに よ る。そ して 「ギ

リシア哲学」ということばはあっても、 ローマ

哲学などという表現はない。ギ リシアとイタリ

アとは同 じ地中海気候の圏内にあって隣りあい、

かっ共に農業文明を基礎にして古代において栄

えた国でありながら、前者では哲学が大いなる

発展をみせたのに対 し、後者では哲学 は発達せ

ず、より実際的な方面(た とえば建築や土木工

事など)に おいて偉業をなしとげている。あえ

て言 うなら、古代ギ リシア人は哲学的な民族、

古代イタリア人は実際的 。現実的な民族という

ことになるでもあろうか。 こうしたギ リシア人

の哲学好みがいったいどこに起因す るのかと

いった詮索はさておき、いま彼 らが 「時間」と

いうものを哲学的に考えてゆくことになるとし

た ら、どのような迫り方をするであろうか。

　 ごく一般的にいっても、時代を古 くさかのぼ

ればさかのぼるほど人間の意識は、不可視な時

の流れなどよりも、まずは可視的な空間に向け

られることだろう。あるいは時の移ろいといっ

たものも、空間の うちにみ られる可視的な変

化 ・移動 ・運動においてこそ意識 されると言い

なおしてよいかも知れない。そうした空間のな

かでの動 きとしては、なによりもまず太陽の移

動 ・運行がある。これによって昼と夜 とのくり

かえしが生 じるのであり、あるいは朝 ・昼 ・

夕 ・夜 といった一日のめぐりが意識にのぼる。

次 には月の出、月の入 り、あるいは一月ごとの

月の満ち欠けが、そうしてさらには昼のもっと

も長いときと短かいときによる夏至 ・冬至 と

いったことが、そして春 ・夏 ・秋 ・冬の四季の

あ ぐりによる一年の移ろいが、まわりの自然界

の変化と共に意識されるようになるだろう。そ

のようにして、まわりの自然 ・空間への視覚的

意識を拡大 してゆけば、ごく自然なこととして、

やがては宇宙全体にみられる天体の運行が、意

識と考察(あ えていえば哲学的考察)の 対象と

ならざるをえない。そうなると、その天体(具

体的にいえば星々ないし星座)の 運行は一年を

周期として天空(夜 空)を ぐるりとひとあぐり

しながら、年々寸分のくるいもなく永遠 にくり

かえされているものだということが、いやおう

なく意識される。そ してその際、これらの星座

の円周的な永遠の移ろいは、おそらくはその背

後にある永遠不動 なるもの(「不動の永遠性」、

無時間ないし超時間)の 可視的な影像なのでも
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　

あろう、といったふうに古代ギ リシア人 は思い

なしたもののようだ。それはともかく、時代の

推移とともにやがて時間に対する意識が次第 に

重要視されて くるとき、それがこうした空間に

みられる天体の円周的運行に依拠しながら形成

されてゆくのは、ごく自然なことであろう。そ

れにまた民族特性として哲学的な思考を好む古

代ギリシア人が 「時間」なるものを哲学的に考

えていったとしたら、その思考は当然、人間生

活から人間をとりまく自然界へ、さらには宇宙

全体へと拡大されていって、宇宙規模において

なされるのも、 これまたごく自然なことであろ

う。そして 「時間」についての哲学的考察を宇

宙規模においておしすすあてゆけば、すでに宇

宙をあぐる天体の運行(移 ろい)が 空間的には

円(環)を なして永遠にあぐるものであること

を見てとっているのだから、そのことから時間

(時の移ろい)も また同じように円(環)を な

して永遠にあぐるもの、つまり時間とは永遠の

円環運動だとみるところのギリシア人の永劫回

帰的な円環的時間観が形成されることになるの

も、これまたごく自然な成 りゆきといえないで

あろうか。

　こうしたことと大いにかかわって くるのだが、

古代ギ リシア人が果てしなくめぐる円環運動と

しての時間観を持つにいたったもう一つの要因

として、彼 らが地中海沿岸の諸民族のうちでも

とりわけ海との結びつきのつよい海洋民族だっ

たことが考え られる。ペロポネソス半 島とバル

カン半島、そして対岸のイオニアとによってか

こまれたエーゲ海と、そこに点在する無数の島

嶼、それが古代のエーゲ文明、ギリシア文明を

開花させた世界である。こうした地理世界では、

交通にあっては陸路によるよりも陸地ぞいの海

路によるほうがはるかに便利で安全な場合が多

いし、また島か ら島への往き来は船にたよらざ

るをえない。日中にしか も一日の航海で行ける
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距離だとまわりあ景色や太陽の運行をたよりと

することで問題ないが、 しか し場合によっては

航海が何日にも及ぶことももちろんあったろう。

そうしたときに船の進路をきあるのは、何より

も夜空にうかぶ星(な いし星座)で あったはず

だ。そ してその星々(星 座)は 、先にも述べた

ように、一年を周期として寸分のくるいもなく、

天空をあ ぐっている。つまり、一年のある決 っ

た時期にはか ならずある決 った位置に一定の

決 った星(星 座)が 見 られるということなのだ。

だか らそうした星(星 座)の 位置を確認 し、そ

れを目印にして航海 してゆけば、無事に目的地

に着けたのである。このように海洋民族にとっ

ては、夜空にうかぶ星(星 座)が 生活に直結す
1るほどに重要な意味を持

ったのであり、そのこ

とから古代ギ リシアにおいては星座の命名が発

達 していったのであって、そ してその命名のほ

とんどがなお今日に及んでいるほどなのである。

こうした星(星 座)の 位置確認はたしかに空間

的な事柄ではあるが、 しか しこの星(星 座)が
一年(と いう時の移ろい)を 周期 として天空を

めぐっているのであってみれば、空間意識はそ

のまま時間意識へと移行され得る。つまりは、

これらの星々(星 座)が 円環をなして永遠にか

わることな く運行 しているとの空間意識はその

まま、時間もまた同 じく円環をなして永遠に移

ろっているのだとの、彼 らの永劫回帰的な円環

的時間観へ移行 していっても何 らおか しくない

ということなのである。要するに、古代ギリシ

ア人にとって、時間とは円環をなして永劫回帰

的にあぐるものだと観られ意識されたのは、彼

らが海洋民族だったことがまた一つの大きな要

因をなしていたと言いきってよいのではあるま

いか、ということなのである。

古代ギ リシアの農耕にかかわる時間観

　以上 のように、古代ギ リシア人が哲学的に

「時間」 というものを考えていったとき、 時間

とは円環をな して永遠にめぐるものという、永

劫回帰的な円環的時間観にゆきついたのであっ

たし、また海洋民族としても、航海に必要不可

欠な天体の運行の観察から、同様の時間観をも

つにいたったのであった。そして、天体の運行

に準拠するこうした円環的な時間観は、基本的

には古代ギ リシアにおける農耕の営みにあって

もまた認め られるところのものである。

　農耕はいうまでもなく季節の変化 ・移ろいと

不可分である。その季節の変化は、まわりの自

然界の動植物を観察することによっても知 られ

るが、古代のギ リシア人はそれを主に天文現象

か ら知ろうとしたもののようだ。そうしたこと

は、前8世 紀のヘシオ ドスの 『仕事と日々』の

なかの記述からも明瞭に看て取れる。そこでは

季節の変化は、鶴やカッコウの鳴き声また蝉の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は

歌声、あるいは地面から樹に這いのぼるカタツ

ム リや燕の飛来 といった自然界での諸現象に

よっても知 られるとしながらも、 しかしヘシオ

ドスとしては主としてこれを天文現象(天 体の

運行)に よって示 している。たとえば 「農事

暦」の章の冒頭では、ア トラスの娘プレイアデ
　 　 すば る

ス(昂 星)が 天に現れる頃(5月11日)に 収

穫を始め、 これが姿を消 し始ある頃(10月 末)
　 こううん

に耕耘(=種 蒔 き)し 、 この星が40夜 、40日

の 間か くれていて、再 び姿 を現 す頃 にまた鎌 を

研 ぐとい うのが、 野 の掟であ る(383-8)、 と

い ってい る。 そのほか、冬至 になって鎌 を研 ぐ

よ うで は多 くの収穫 は望 あない(479-82)と

か 、 ブ ドウの剪定 は、 冬至 の後60目 して、 ア

ル ク トゥ一 口ス星 がオケアーノスの聖 なる流 れ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 さんぜん

か ら出て、黄 昏の空 に燦然 と輝 きっっ姿 を現す

よ うにな り、 やがて燕 が飛 んで来 るようになっ

てか らでは もう遅 いか ら、 それ以前 に して しま

わねばな らぬ(564-70)と か 、 オ リオ ンが初

めて姿を現 したな らば(6月20日 頃)、 デメー

テルの聖 な る賜 一 麦の脱穀 をせよ　(597-9)

とか 、オ リオ ンとセイ リオスが中天 に達 し、指
ば　ら

薔薇 色の曙がアルク トゥーロス星の姿を見 る頃

(9月 中旬)に は、 ブ ドウの房 を残 らず摘み取

れ(609-11)と か 、 プ レイアデスや ピュアデ

ス　(雨 星)や オ リオンが姿 を消 す頃(10月 末

か ら11月 初 あ)と もなれば、 時を たがえず 田

を鋤 き種 を蒔 くこ とを思 え(614-7)と か と

教 えている。

　 このよ うにヘ シオ ドスは、 この書 物 にお いて

直接 的には彼 の兄弟 ペルセウスにむか って、 そ

してそのことを通 して また当時彼が住んで いた

ボイオチアの貧 しい農民 たちにむか って、農業
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や航海の心得を説き、日のよしあ しを教えよう

として、その際、諸々の農事を季節に即応 して

遅滞なく営んでゆくために、とりわけ天文現象

を目印とするよう注意をうなが している。ここ

で彼が、全体を一年の輪 として、つまり晩秋の

播種に始まり翌年の播種準備におわる輪として、

とらえていることは明らかである。だが しか し、

一年の輪 ・一年のあぐりにおいて営まれてゆく

農事において、季節の変化 ・移ろいを知るたあ

に自然現象とか天文現象とかに注意をむけると

いったことは、ヘシオ ドスに言われてみてはじ

めて当時の農民たちが気付かされたといったよ

うなことだったのだろうか。いやむしろ実際に

は、当時の農民がすでにちゃんと自然現象、天

文現象を自分たちの農事暦のなかに取 りこみ組

みこんでいたということだったのではなかった

ろうか。言いかえれば、天体の運行がすでに彼

らに身近かな ものとして、その生活のなかに織

り込まれていたということではなかったろうか。

そうした現実 ・事実をふまえて、それをヘシオ

ドスが詩文の形に美 しくまとああげたというの

が実際だ ったのではなかったろうか。……それ

はともか く、農事 とは一年の(季 節の)め ぐり

において営まれるものである。そしてその営み

が一年周期であぐる天体の運行に準拠 してなさ

れるものであってみれば、農事にかかわる時間

観は、とはっまりは古代ギリシアの農民の時間

観は、一年周期の円環的時間観であったことだ

ろうし、そ してこの一年周期の円環が数珠つな

ぎにあるいは螺旋的につらなりなが らつづいて

ゆくと観 るところのものであったろう。

　 ただしか し農民たちの日々の生活における

「時の円環」 は、 実際にはもっと小さな月の満

ち欠 けによる1ヶ 月周期のものだったようであ

る。 というのは、『仕事と日々』 の最後の部分

(746-828)で 、 日のよしあしを教えているの

だが、そ こでの日の数え方 は例えば、月が段々

大きくな ってゆく場合の8、9の 両 日は人間界

の仕事によ く、11、12の 両日は羊の毛を刈 り、

畑の稔 りを刈 り取 るのにょい、月の13日 は播

種は避けた方がよいが、植樹にはよい等々と

いった具合に、日が月の満ち欠けによるひと月

周期の 「時の円環」を基準にして数えられてい

ることは明 らかだからである。そしてこのひと

月のめぐりの円環的な時間観 もまた、ヘシオ ド

スに教え られるよ り以前に農民の 日常生活 に

あってすでに一般化 していたと見なすのが妥当

であろう。

　 このように見てくると、古代ギ リシア人にお

ける円環的時間観の内実を次のように言いなお

すことができるでもあろう。……彼 らの日々の

生活では、 まずは月の満ち欠けによるひと月周

期の 「時の円環」がある。次に、 このひと月周

期の円環が数珠つなぎに12個 ほどつながって

より大きな一年周期の 「時の円環」を形づ くる。

そうして次にはさらに、 この一年周期の 「時の

円環」が数珠つなぎに何百、何千 とつながって

ひとつの宇宙的スケールの 「時の円環」 となる。

この宇宙大的な円環的時間は永劫回帰的にぐる

ぐるとめぐってやむことがない、 とされるので

ある。そしてこれら三つの 「時の円環」をこの

ように関連ずけ得るとするならば、一般に言わ

れるところの古代ギ リシア人の永劫回帰的な円

環的時間観 も、哲学的にはた しかにそのように

コスミックな時間にまで発展拡大されていった

にもせよ、 しか しその内実は、実際の農民の生

活に直結 したそれよりははるかに小さなひと月

周期また一年周期の 「時の円環」ない し円環的

時間観を内的なささえとするところの、三重構

造的な時間観であったとするのが妥当な見方で

はあるまいか。

　 なおっいでなが ら、ヘ シオ ドスは 『仕事 と

日々』のなかで 「航海について」 も述べていて、

そこで彼は、航海は一年の季節のあぐりにおい

て安全な時期をえらぶようにと注害 している。

すなわち、夏至のあと50日 間がもっとも安全

であるが、やがてブドウの取 り入れが行われて、

新酒ができ、秋雨が降るようになれば、航海は

危険となる。大浪のさかまく冬をやりすごした

あと、春 もまた海を渡る季節 となる。が しか し

春の航海は夏 ほど安全ではない(663-694)、

と。ヘシオ ドスの注告は主 として海外貿易者に

むけられたものだが、そこでみるかぎりでは、

海洋民族としてのギリシア人にとっての海洋で

の時間も、時(時 期、時節)が 自分たちの生命

の安危にかかわるものとして、実際にはより現

実的な一年周期の円環的時間観であった 〔季節

によって海に出れないとき、船乗 りたちは農民
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とな る、 とい うことにおいて もこれは当てはま

る〕 と見 ることが出来 そ うであ る。

古代ギ リシアにおける牧畜

　 ところで、 これまで見たところでは、古代ギ

リシア人 における時間イメージは一 一般 に

そう思われているのだが 一 時間 とは円環を

なしてあぐるものという円環的時間観であった

と言えそうである。 しかし、たとえこの円環的

時間観が彼 らにあって支配的であったにして も、

彼 らの時間観 は決 してこれひとつにつきるもの

ではなく、他の時間観 もまた同時並行的に存在

したということを、筆者 としては強調 したい。

たしかに、ヘシオ ドスがその著 『仕事と日々』

のなかで、餓えをしのげるよう神々がわれわれ

に与えたもの、それが仕事であるとしたその仕

事とは農耕であった。そしてこの農耕という厳

しい労働を少 しで も容易にするために、耕転用

の家畜として牛や騾馬を飼育することが勧あら

れている。そのかぎりにおいては、家畜の飼育

は農耕の補助手段(そ の糞尿が大切な肥料にな

るという意味において も)で あって、それにと

もなう時間イメージないし時間サイクルの点で

もまた、農耕における一年周期の円環的時間観

に組みこまれるものであったろう。 しかしなが

ら、家畜が当時たんに農耕の助 け手 としてのみ

飼われていたのでないことは、『仕事 と日々』

のなかの記述からも、ただちにかっ容易に理解

される。すなわち農耕と並行して、あるいは農

耕とは別に、牧畜(業)も また、 とは家畜の飼

育それ自体を目的として、営まれていたという

ことだ。それはひとつには乳を飲み物または乳

製品とし、肉を食料とするたあであった(肉 と

しては特に豚が好 まれた由)の だが、 しか しま

た羊(古 代ギ リシアでは重要な用畜として飼わ

れていた)の ごとくにその毛のほうが主たる目

的であったりもした。同署からあえて二、三引

用すると…… 「人間は労働によって家畜もふえ、

裕福になる」(308)、 「レーナイオーンの月一

来 る日も来 る日も、牛の皮を剥 ぐ辛 い日々だ

が 一 」(504)、 「北風は馬 を養 うトラキアを
ぬ

貫け」(507)、 「北風は牛の皮 も吹き通す、その

皮 も風を防 ぐことはで きぬ。また毛長の山羊 も

吹き抜けるが、ただ羊のみは、その豊かな毛の

ゆえに、さすがに強い北風 も決 して吹き通すこ

とはない」(515-7)、 「乳入りの麦菓子と哺乳 「

をやあた山羊の乳、まだ仔を産まぬ放 し飼いの

牛 と、初仔 の小 山羊の肉が欲 しいもの じゃ」

(590-2)、 「11日、12日 の両 日は羊の毛 を刈

り」(773)等 とある。

　 ここに見るとおり、ヘシオ ドスの時代にはす

でに牛、馬、山羊、羊といった牧畜用の家畜は

すべて飼養されていたわけだが、たとえば家畜

としてのみならず戦争においても重要だった馬

が、 ヨーロッパが原産地でないことは考古学的

にも証明されている。それなら、こうした家畜

はどこからや って来たのかということになるが、

そのさい家畜のみが歩いてやって来 るといった

ことはあり得ないのだから、ギ リシアへの民族

移動 と共にもたらされたものと考えるしかない。

そしてこうした家畜の原郷と、そうした家畜に

依拠 しなが ら生活 していた民族の原郷へとさか

のぼってゆくと、それは東欧の東側 とウラル山

脈の西側との間の草原地帯に住んでいた遊牧な

い し牧畜民族た る印欧(祖)語 族(イ ンド・

ヨーロッパ語族)に ゆきつく。 この遊牧ないし

牧畜にたずさわる民族の時間意識が、時間とは

過去か ら未来にむけて直進 してゆくとする直線

的時間イメージのものになることについては一

般にも認められているし、筆者 もまたこれまで

に述べたところなので、 ここではくり返さない。

ともか くこの印欧(祖)語 族が、 紀元前2000

年頃に三つに肢分かれして、その一派がアルメ

ニアからインドへ、 もう一派がゲルマンの地へ、

そ してもう一派が地中海方面へと移動 していっ

たこともまたよく知 られている。ギリシアが世

界史のなかに登場するのも、およそ前2000年

の頃ヘラスの地にこの印欧語旅=遊 牧ないし牧

畜民族(部 分的には農耕 も営んだので、正確に

い うと半遊牧ないし半牧畜民)が 北方 より侵

入 ・来住 してからである。そして前1600年 頃

には各地で強力な軍事支配者となって次第に海

上にも進出し、先進文明であるクレタ島を中心

とした文化を摂取 して、 ミュケナイ、ティリン

スを中心にいわゆるミケーネ文明をつ くる。他

方、 クレタ島でさかえていた ミノア文明は、前

1350年 前後を境に して、再度起 った大地震 と
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本土のギリシア人の侵攻によって急速に衰退 し

ていった。 この ミノア文明 とミケーネ文明を合

せてエーゲ(海)文 明とよぶ こともあるが、い

ずれも農耕 、(=円環的時間意識)を 基盤 とする

社会であった。ただし後者では、それのうえに

牧畜民族(の 直線的時間意識)が おおい重なる

形で出来あがつた文明だという違いはあったの

だが。

　 このあと前1200年 の頃、再び民族移動がお

こり、〔その直接の原因は当時の気候の悪化に

ある、と安田喜憲氏はその著 『気候が文明を変

える』の中で指摘 している〕 この第二次の侵入

者(ド ー リア人)が ミケーネ文明を破壊する。

この新 しい侵入者は言語によって西方方言群ギ

リシア人 として先住の東方方言群ギ リシア人 と

区別される。本来は狩猟民族であるが、 この頃

には遊牧 ・牧畜民となっていたらしい。 この西

方ギ リシア人がギリシアの北西部、中部、ペロ

ポネソス半島を占住 し、東方ギ リシア人 はこれ

に隷従するか、西方小アジア沿岸に逃れてアイ

オリス、イオニアなどの植民地を拓いた。 この

混乱期をへて、前8世 紀末以降ポリスが成立 し

各部族の政治的統一がすすんで、アナ トリア、

クレタに代表される先住者の母系社会を反映 し

た母宗儀を、北方的な父宗儀が圧倒 した形でオ

リュンポス国民宗教が成立する。これはゼウス

を父 ・君主 とす る12の 男女神 と、その他の勢

力の劣った神々の崇拝として知られる。そうし

て農耕(民 族)に 特徴的な地母神崇拝、母宗儀、

多神教を、牧畜(民 族)に 特徴的な天空神崇拝、

父宗儀、一神教へと収斂さそうとする努力がな

されて、やがてはゼウス、アポロン、アテネの

三位一体、 さらにゼウスの最高神化が見られる

ようになった。

古代ギ リシア人における多元的な時間観

　上述の ことをいま時間観の側面から言 いなお

すと、それまでの農耕に特徴的な円環的時間観

を、あらたに侵住した牧畜に特徴的な直線的時

間観が、克服 ・征服し、みずか らに一本化 しよ

うとする努力がなされたということになる。 し

か しなが ら時間観というものは、これまで幾度

となく述べてきたように、いったんその民族 に

成立 ・定着 したな らば決 して消え去 ることがな

いとの特性をもっている。融合、併合、一体化

などはありえないのだ。だから単純化 していえ

ば、そのときどきに優勢になった時間観のほう

が前面に出てきて、劣勢な時間観は背後にさが

るまでのことである。'それに、古代 ギリシアで

は直線的時間観の優勢化への努力により、ゼウ

スの最高神化がはか られはしたが、 しか しそれ

はユダヤ教やキリスト教に見られるあの唯一絶

対の最高神ヤーヴェの比ではない。所詮 は、表

向きゼウスを最高神としてあがあるところの多

神教で しかないことは、ギ リシア神話か らも明 ・

瞭である。たしかにヘラスの地 に来住 ・占住 し

た牧畜民族が政治的あるいは宗教的には先住民

族を支配 したにして も、そ してその後も地域的

には彼 らの導入 した牧畜が継続 して営 まれて

いったにして も、 しか しギ リシア全土の気候風

土からいって、(つ まり夏期の乾燥の激 しいギ

リシアの地は、基礎飼料として生草が必要な牛

や馬の飼育は容易ではなかったか ら、)全 体 と

しては農業を生産の基本とするほうがはるかに

安定 していたのだった。そのうえ 「BC　9世 紀

ごろから、鉄器の使用が普及 してす ぐれた農

具 ・武具が生まれ、それによって人口が増大 し、
…　 また、余剰産物 がで き、交易が可能にな

る… 加えて定住化がすすみ(し たがって農業

が牧畜を しのぐようになり)、都市を中心に周

辺村落を併合 した 「集住(シ ェノイキモス)」

も進行する。」9)(傍 点筆者)人 口の増大によっ

て農業生産が拡大する一方、鉄製の斧の登場に

より、森林地帯を開墾 してブドウ畑やオ リーブ

畑に転換することが可能となる。それによりワ

インと油の生産は拡大 し、余剰生産物を生んで

輸出も可能となる。と同時に過剰人口をまかな

うたあに海外に土地を求める動 きを促進 したの

だった。植民活動のはじまりである。

　 ともあれ、 こうしたことによって結局のとこ

ろ古代ギリシア人の時間イメージ全体としては、

先にも述べたように、農耕に依拠する円環的時

間観のほうこそが支配的となったのである。 こ

れを言いなおせば、表向きの政治や宗教におけ

る支配的立場とは違って、直線的時間観のほう

が実質的にはむしろ従の関係にあったというこ

とになる。ただこのことから明らかなように古
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代ギ リシアにあっては、一般に言われているの

とは違 って、ひとり 〔永劫回帰的な〕円環的時

間観のみならず、それと同時並行的に直線的時

間観もまた存在 していたということであって、

そのことをこそ筆者としては強調 したいのであ

る。そ してなおまたこのことか ら明らかなよう

に、古代ギリシア人は、原初的あるいは基層的

な時間観としては 「時とは反復的にくりかえす

もの」ないしは 「時とはジグザグ運動の形で経

過 してゆくもの」 というイメージを持っており、

そうしてその後の農業文明の確立にともなって

円環的時間観が支配的となっていったのではあ

るが、同時に牧畜にともなう直線的時間観もま

た保持 していたということにおいて、多元的な

時間観(ポ リクロニック・タイム)の 民族だっ

たのである。

古代ギリシア人の植民活動

　このような多元的な時間観のギ リシア人が、

紀元前8世 紀前後から当時の人口増加を直接的

な原因として植民活動にのりだし、その一環と

して南イタリアおよびシケ リア島(シ チリア)

に多 くの植民市を建設 して定住していったとき、

当然のことなが らそれに伴って彼 らの多元的な

時間観もまた同時に定着 して、やがてはそこか

ら古代ローマ人(古 代イタリア人)の あいだへ

と、そ してさらには地中海沿岸のラテン系民族

全体のあいだへと、侵透 し拡まっていったので

あった。

　これを もう少 し具体的に言うと、ギ リシア人

の植民活動は二つの時期に分かれて行われた。

第一次の植民活動は、紀元前9世 紀の終りから

前8世 紀 のはじあにかけてなされ、植民先は

もっぱら小アジアの西岸に集中 していた。つま

りこの時期の植民の範囲は、ほぼケーゲ海域に

限られていた といってよい。ところが第一次か

らおよそ半世紀をへた、紀元前8世 紀の半ば前

後になって行われた第二次の植民活動では、植

民の範囲は全地中海に広がった。ギ リシア本土

のギ リシア人の入植が最 も盛んであったのは何

といってもギ リシアに近い南イタリア およびシ

チ リアであって、ほんの2、3を 例示すれば、

アテネ人が建設 したナポ リ、スパルタ人が建て

たターラント、 コリントからの入植者が建設 し

たシラクサをは じあとして、総称 して 「マグ

ナ ・グラエキア」(大 ギリシア)と 呼ばれるく

らいに多 くの植民都市が建設された。そして彼

らの植民活動はさらに遠 く、西はフランスから

スペインに達 した。 スペインのマガラもフラン

スのマルセイユ もこの時期のギリシアの植民都

市を起源としている。そのようにしてギリシア

人の多元的な時間観が入植されていったわけだ

が、そのことが後に古代 ローマ帝国の版図拡大

に伴 って、なおさらに多元的な時間観が地中海

沿岸 ラテン系民族へとひろがってゆく下地の役

割をも果 したのであった。
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